
　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２8年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　ｅ－mail　　soumu@hokusho-u.ac.jp

　　　電話番号　　０１１-３８６-８０１１

　　　（夜間）　　０１１-３８６-８２１１

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０１１-３８７-１５４２

　作成担当者

　　担当部局（課）名

　　　　　　　　　総務
ソ ウ ム

課長
カチョウ

　長堀
ナガホリ

　一之
カ ズ シ

                                       　    学校法人浅井学園　　　
平成２８年５月１日現在　　

北翔大学　生涯スポーツ学部　健康福祉学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

[平成26年度設置］

　　　計画の区分：学部の学科の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

届出

大学番号：私００９
注３

届出
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ｶﾏﾀﾞ ｼｮｳｲﾁ ）

鎌田　昌市

（平成23年3月）

（ ｱｲｳﾁ ﾏｻｺ ） （ ﾆｼﾑﾗ ﾋﾛﾕｷ ）

相内　眞子 西村　弘行

（平成22年2月） （平成26年2月）

（ ﾏｼﾔﾏ ﾅｵﾐ ）

増山　尚美

（平成26年4月）

（ ｵﾀﾞ ｼﾛｳ ）

小田　史郎

（平成26年4月）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）

　　　　記入してください。

学 部 長

学科長等

平成27年5月28日重任(28)

平成26年4月1日就任(26)

学　　長

職　　名

平成26年4月1日就任(26)

任期満了に伴う変更（26）

　　　　北翔大学

　　　　北海道江別市文京台２３番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒０６９－８５１１

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　浅井学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

3



　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２５年度開設の４年制の学科の場合（平成２８年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

生涯スポーツ学部

　　健康福祉学科

学士（健康福祉学）

　　（介護福祉学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

60人 人 60人 人 60人 人 ― 人 ― 人

52人 54人 52人 ― ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　2人) (　 　) (　―　) (　―　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ― ] [ ― ]

52人 54人 52人 ― ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　2人) (　 　) (　―　) (　―　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ― ] [ ― ]

52人 54人 52人 ― ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　2人) (　 　) (　―　) (　―　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ― ] [ ― ]

36人 44人 42人 ― ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　1人) (　 　) (　―　) (　―　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

備　　考

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

０．６７倍

[ 　　　 ]

(　　 　)

[ 　　　 ]

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

年 人3年次人

人
560

Ｂ　 入学者数

(　5人　 　)

[ 　　　 ]

受験者数

志願者数

合格者数

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

0.6 ―0.70.73

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

250

Ａ　 入学定員

[ 　―　 ]

(　　 　) (　―　)

　　　　区分ごとではありません）。

　　　　　　　

平成２８年度平成２７年度
平均入学定員

超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２６年度 平成２９年度

修業年限

4

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

36 － 44 － 42 － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

37 － 45 － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （－） （－）

37 － － －

[ － ] [ － ]

（－） （－）

－ －

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　　さい。

（　 －　 ）（　 －　 ）（　 －　 ）（　 －　 ）

２年次

計

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

12481

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

－36

[　 －   ]

３年次

[　 －   ][　 －   ][　 －   ]

平成２６年度

１年次

４年次

平成２９年度
備　　　　　考

平成２７年度 平成２８年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 － 人 － 人

平成２７年度 1 人 － 人 ・除籍(１人)

平成２８年度 － 人 － 人 －

平成２９年度 － 人 － 人 －

平成２７年度 － 人 － 人 －

平成２８年度 1 人 － 人 ・その他(１人)

平成２９年度 － 人 － 人 －

平成２８年度 － 人 － 人 －

平成２９年度 － 人 － 人 －

－ 人 － 人 平成２８年度 － 人 － 人 － － ％

122 人 2 人 1.6 ％

％

人 1

合　　計

1 2.8

人

人

44

人 ％

％

0.0

2.3

退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

－

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２９年度
入学者

平成２６年度
入学者

平成２７年度
入学者

平成２８年度
入学者

42

退学者数

人36

入学者数（b） 退学者数（a）

4



２　授業科目の概要

＜生涯スポーツ学部　健康福祉学科＞

（１） 授業科目表

展開方法変更に伴う担当教員減(28)
クラス編成に伴う教員増(27)
クラス編成に伴う教員減(26)

展開方法変更に伴う担当教員減(28)
クラス編成に伴う教員増(27)
クラス編成に伴う教員減(26)

兼7

兼7

兼1
兼2
兼1

クラス編成に伴う担当教員削除(28)
時間割編成上のため担当教員追加
(27)

兼1

兼3

兼1

兼1

兼1
兼3
兼4
兼3

クラス編成に伴う担当教員削除(28)
クラス編成に伴う担当教員削除(27)
少人数教育実施のため担当教員追加(26)

兼1
兼3
兼4
兼3

クラス編成に伴う担当教員削除(28)
クラス編成に伴う担当教員削除(27)
少人数教育実施のため担当教員追加(26)

兼2

兼1

兼1

兼1

兼1

兼2

兼1

兼2

兼2
兼1

展開方法変更に伴う担当教員追加(28）

教育効果を考慮し、開講学期を後学
期に変更(28)

兼2

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼2

兼1

兼1

兼6 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

兼6
兼5
兼6

開講数調整のため担当教員変更(28)
兼担教員退職に伴う担当教員変更(27)
展開方法変更に伴う担当教員追加(26)

兼5 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

兼1

兼1

兼1

兼7

兼2

兼1
教育効果を考慮し、開講学期を2･3年
通年に変更(28)

兼52
兼39

外
国
語
科
目

スペイン語 2前 2

教
養
科
目

現代生活と法律 2前 2

就
業
力
養
成
科
目

小計(40科目)

2前 2

現代生活と福祉 2前

科目
区分

授業科目の名称 配当
年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

全
学
共
通
科
目

導入
科目

基礎教育セミナーⅠ 1前

基
礎
科
目

日本語表現 1前 1 1

数学入門 1後 1 1

1
3
1
6

2
5

2
1
2

英語コミュニケーションⅠ 1前 2

情報機器操作Ⅰ 1前 2

1

1
3
1
6

情報機器操作Ⅱ 1後 2

健康体育(実技を含む) 2前 2

英語(上級) 2後 2

英語(中級) 2前 2

2
5

2
1
2

基礎教育セミナーⅡ 1後 1

英語コミュニケーションⅡ 1後 2

ドイツ語 2前 2

中国語 2前 2

現代生活と芸術

韓国語

フランス語 2前 2

1

2

2 1

現代生活と環境科学

現代生活と政治･経済 2前 2

現代生活と教育 2前 2

2前 2

現代生活と心と体
2後
2前

2

2後 2

現代生活と物理 2後

北海道の文化 2後 2

情報社会及び情報倫理 2後 2

キャリアデザインⅠ 1前 1

日本国憲法 2後 2

情報処理(上級) 3後 2

2

キャリアデザインⅢ 2前 2

情報処理(中級) 3前 2

キャリアデザインⅡ 1後 2

キャリア演習Ⅱ 3後 1

2
3
2

キャリア演習Ⅰ 3前 1

キャリア演習Ⅳ 4後

キャリア演習Ⅲ 4前 1

現代生活と宇宙 2後 2

インターンシップ
2･3通
2･3後

2

就業力特別講義Ⅱ

1

1就業力特別講義Ⅰ 2後 1

1

4
6
5

2
1
2

0 019 50 0

3
5
2
6

－

3前 1

5



科目
区分

授業科目の名称 配当
年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

兼1 履修希望者がいなかったため(28)

兼1 履修希望者がいなかったため(28)

兼2 －

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼2

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼3
兼4

展開方法変更に伴う担当教員削除(27）

兼21 －

担当教員昇任による変更(27)

兼1

兼1

兼1

時間割編成上のため担当教員変更
(28)
教育効果を考慮し、開講学期を前学
期に変更(26)

兼2
兼1
兼2

教育内容の充実を図るため担当教員
追加(28)
展開方法変更に伴う担当教員追加
(27）

兼1

兼2

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼5

兼3 担当教員昇任による変更(27)

兼2

兼23
兼22

－

兼2

兼1
教育効果を考慮し、配当年次を３年
次に変更(27)

兼4

兼1

兼1

学
部
共
通
科
目

健康運動指導演習

教育内容の充実を図るため担当教員
変更(26）

スポーツ史

学
科
専
門
科
目

健康福祉学概論Ⅰ

外国人
留学生
科目

発
展
科
目

心
身
・
健
康
に

関
す
る
科
目
群

心理統計法

生涯発達心理学 1前 2

人間関係の心理学

文
化
と
芸
術
に

関
す
る
科
目
群

小計(25科目)

日本語
未開講

1前
2

0 0 0 0

食生活と健康 1前 2

小計(2科目) － 0 4 0 0

現代日本の文化
未開講

1後
2

心理学概論 1前 2

スポーツ施設管理論 4前 2

2前 2

福祉心理学 1後 2

育児支援の心理学 2前 2

1後 2

社
会
と
生
活
に

関
す
る
科
目
群

社会教育概論 3後

犯罪心理学 2後 2

社会教育課題研究 4前 2

社会教育計画 4前 2

2

社会教育施設論 4前 2

社会教育課題演習 4後 2 1

リカレント教育論 4前 2

青少年学習コーチング論 3前 2

インテリアデザイン 1後 2

ファッションデザイン概論 1前 2

空間デザイン史 2前 2

ユニバーサルデザイン 1後 2

美学 3前 2

美術史 2後 2

音楽鑑賞法 2前 2

音楽概論 1後 2

－ 0 50 0 1

音楽史 2後 2

1

生涯学習論 1前 2 1

0 0 0 0

生涯スポーツ学 1前 2 1

栄養と健康 1後 2

生涯学習展開論 3後 2

健康管理論
2前
2後

2

健康学 1前 2 1

3
2

コミュニケーション論 4前 2

1

地域支援実習 2通 2
2
1

体育原理 1後 2

3後 2

スポーツ社会学 1後 2

スポーツ心理学 1前 2

1

スポーツ運動学 1前 2

スポーツマネジメント 2前 2

運動生理学 1後 2

生理学 1前 2

3後 2

2

就業力特別演習Ⅱ 4前 1
2
1

就業力特別演習Ⅰ 3後 1

1 1

小計(20科目) － 4 33 0
4
3

1
2

就業力特別演習Ⅲ 4後 1 1

3

健康福祉学概論Ⅱ 1後 2 1

5 1 0 0

1前 2 1

1

スポーツ内科学
3後
2後

2

3

スポーツ医学基礎 2前 2

スポーツ･バイオメカニクス 2前 2

スポーツ整形外科学 3前 2

コーチ学 1後 2
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科目
区分

授業科目の名称 配当
年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1
教育効果を考慮し、開講学期を後学
期に変更(28)

兼5
兼6

クラス編成に伴う担当教員削除(27）

兼1

兼1

兼1

兼3
兼4
兼3

クラス編成に伴う担当教員削除(27)
クラス編成に伴う担当教員追加(26)

兼1
兼2

展開方法変更に伴う担当教員削除(26)

兼1
兼2

時間割編成上のため担当教員削除(26)

兼1

兼1

兼1
教育効果を考慮し、配当年次を１年
次に変更(26)

兼2
兼1

教育内容の充実を図るため担当教員
追加(28)

兼1

兼2
兼1

教育内容の充実を図るため担当教員
追加(28)

兼1 履修希望者がいなかったため(28)

兼3
兼2

展開方法変更に伴う担当教員追加(27）

兼2 担当教員昇任による変更の記載漏れ(28)

兼2
兼1

展開方法変更に伴う担当教員追加(28）

兼4

兼1

教育内容の充実を図るための新規プ
ロジェクトに伴う科目追加(28)

教育内容の充実を図るための新規プ
ロジェクトに伴う科目追加(28)

教育内容の充実を図るための新規プ
ロジェクトに伴う科目追加(28)

兼2

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1 准教授退職に伴う担当教員変更(28)

兼1

兼1

開講数調整ため担当教員変更(28）

開講数調整ため担当教員変更(28）

兼1

兼2
兼1

担当教員の開講数調整ため担当教員
変更(27）

兼1

学
科
専
門
科
目

運動処方 3前 2 1

体力測定評価 2前 2

生活の中の介護福祉 2前 2

ジュニアスポーツ論 3後 2

障がい者スポーツ論 3後 2

中高年スポーツ論 3後 2

機能解剖学 1後 2

基礎解剖学 1前 2

トレーニング論
1後
1前

2

身体発育・発達論 3前 2

レジャー･レクリエーション論 1後 2

トレーニング演習 1後 2

レクリエーションマネジメント 3後 2

野外･レクリエーション指導論 2後 2

生涯スポーツ(器械運動) 1後 1

生涯スポーツ(陸上競技) 1前 1

1後 1

生涯スポーツ(障がい者スポーツ) 4前

生涯スポーツ(エアロビック)
1前
2前

生涯スポーツ(ニュースポーツ) 2後 1

生涯スポーツ(バスケットボール) 1後 1

生涯スポーツ指導演習(エアロビック) 2後 2

1

1

生涯スポーツ(バレーボール)

精神保健 3前 2

健康栄養学
未開講

3前
2

生涯スポーツ指導演習(水泳･水中運動) 3前 2

1 1運動処方演習 4前 2

1

救急処置 2後 2

介護予防論 1後 2

生活習慣病概論 2前 2

体力測定評価演習 3前 2

1

3 1

介護予防実践演習 2前 2

認知症予防 2 1

医学概論 1前 2

3後

介護実践管理論 4前 2

5 6 2

社会学 1前 2

医学知識 1後 2

1

現代社会と福祉Ⅱ 4後 2

現代社会と福祉Ⅰ 4前 2

ソーシャルワーク概説Ⅰ 2前 2

1

社会福祉調査論 1後 2

ソーシャルワーク論Ⅰ 1後 2

ソーシャルワーク概説Ⅱ 2後 2

1

ソーシャルワーク論Ⅲ 2後 2

1

ソーシャルワーク論Ⅱ 2前 2

地域福祉論Ⅰ 3前 2

ソーシャルワーク論Ⅳ 3前 2

1 1

社会福祉行政･福祉計画論 4前 2

1 1

地域福祉論Ⅱ 3後 2

1

社会保障論Ⅰ 3前 2

社会福祉運営管理論 4前 2

1

高齢者福祉論Ⅰ 2前 2

1

社会保障論Ⅱ 3後 2

1

1

高齢者福祉論Ⅱ 2後 2
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科目
区分

授業科目の名称 配当
年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼2
兼1
兼2

教育内容の充実を図るため担当教員
追加(28)
展開方法変更に伴う担当教員削除
(27)

兼1
兼2

開講数調整ため担当教員変更(28）
展開方法変更に伴う担当教員削除
(27)

兼1 展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

展開方法変更に伴う担当教員削除(27)

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

兼2
兼3

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

届出時の誤記入のため訂正(26)

兼1

届出時の誤記入のため訂正(26)

兼1

クラス編成及び専任教員退職に伴う
変更(28)
専任教員退職に伴う変更(27)
教育効果を高めるため専任教員を追
加配置(26)

兼1

クラス編成及び専任教員退職に伴う
変更(28)
専任教員退職に伴う変更(27)
教育効果を高めるため専任教員を追
加配置(26)

兼1

クラス編成及び専任教員退職に伴う
変更(28)
専任教員退職に伴う変更(27)
教育効果を高めるため専任教員を追
加配置(26)

兼1

クラス編成及び専任教員退職に伴う
変更(28)
専任教員退職に伴う変更(27)
教育効果を高めるため専任教員を追
加配置(26)

兼2

兼1 時間割編成上のため担当教員変更(28)

兼1 時間割編成上のため担当教員変更(28)

兼1

学
科
専
門
科
目

介護技術演習Ⅳ 1

障害者福祉論 2前 2

公的扶助論 2後 2

1

児童･家庭福祉論 1後 2

就労支援論 3後 1

医療福祉論 3後 2

司法福祉論 3後 1

権利擁護と成年後見制度 3後 2

1

相談援助演習Ⅱ 2後 2

相談援助演習Ⅰ 2前 2

1
2

相談援助演習Ⅳ 3前 2

1
2
1

相談援助演習Ⅲ 3前 2

1
4

相談援助実習指導Ⅰ 2後 2

1
4

相談援助演習Ⅴ 3後 2

2
4

相談援助実習 3通 6

2
4

相談援助実習指導Ⅱ 3通 4

1

介護福祉と生活文化 3後 2

2
4

高齢社会の街づくり 3後 2

レクリエーション実技 2前 1

1 1

リハビリテーション論 3後 2

住生活学 3後

衣生活学 3前 2

食生活学 3前 2

1認知症論 2前 2

2

2 1

老年医学 2前

生活生理学 1後 2

1

障害のある人の理解 3後 2

認知症ケア論 2後 2

健康福祉専門職演習Ⅰ 4前 2

高齢者心理学 2前 2

1
2

健康産業施設実習 4前 2

1 1

健康福祉専門職演習Ⅱ 4後 2 1

2

専門演習Ⅰ 3前 2
5
6

福祉実践実習
4通

4前・後
2

6
7
8
5

2

専門演習Ⅲ 4前 2
5
6

6
7
8
5

2

専門演習Ⅱ 3後 2
5
6

6
7
8
5

2

介護概論Ⅰ 2前 2

6
7
8
5

2

卒業研究 4後 2
5
6

1

生活学概論 2後 2

1

介護概論Ⅱ 2後 2

介護技術演習Ⅱ 2前 2

介護技術演習Ⅰ 2前 1 1

1 1

3前

1
2
1

介護技術演習Ⅲ 2後 2 1
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科目
区分

授業科目の名称 配当
年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

兼2

兼1 専任教員退職に伴う変更(27)

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

兼1

兼1

兼2

兼63 －

兼60

兼58

兼56

兼128 －

兼126

兼124

兼115

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

計 必　修 選　択 自　由 計

184 0 205
181 202

[　0　] [　3　] [　0　] [　3　]

[　0　] [　0　]

21 181 0 202 21

介護実習Ⅰ 4 2

合計（205科目）
合計（202科目）

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは
　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

1 2

2後 1 1

介護実習指導Ⅲ 4前 1 1

学
科
専
門
科
目

介護過程Ⅱ(高齢者) 1 1

介護過程Ⅳ(知的･精神障害者、内部疾患者) 1

介護基礎演習 1 2

介護実習指導Ⅱ

1

2後

介護過程Ⅰ(基礎) 2前 1

介護技術演習Ⅴ 3後 1 1

1

2前 1 1

介護過程Ⅴ(在宅支援) 3後 1

1

3前 1

介護過程Ⅲ(身体障害者) 2後 1

1 2

3通 1 1

介護実習指導Ⅰ 2後 1 1

2 2

医療的ケアⅡ 3後 2

1
1
2

医療的ケアⅠ 3前 2 1

介護実習Ⅱ 3前 6 1

1

小計(118科目) － 10 216 0 6

医療的ケア演習 4前 1

7

6 2 0 0

小計(115科目) 210

5

－ 33 353 0 6

8

7

6 2 0 0

347

5

8

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由

9



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

（３） 未開講科目　「該当なし」

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目　「該当なし」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　「該当なし」

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。
　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.00

設置時の計画の授業科目数の計
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備考

41,311.00 ㎡

123,654.00 ㎡

大学全体
北翔大学短期大学部と
共用
校舎増改築のため(26)
演習室・実験実習室見
直しのため（27）

全学での共用分
･図書 195,832
〔17,785〕 201,049
〔17,916〕　205,016
〔18,132〕  207,498
〔18,182〕冊、
･学術雑誌 3,106〔256〕
3,128〔256〕　3,154
〔256〕 3,027〔253〕
種、
･電子ジャーナル　6,726
〔5,195〕 7,257
〔5,571〕　7,048
〔5,271〕　7,199
〔5,346〕種
･視聴覚資料　9,468
9,686　 9,852 10,195点
図書補充整備の為(26)
図書補充整備の為(27)
図書補充整備の為(28)

2,214.00　㎡ 陸上競技場,ﾃﾆｽｺｰﾄ,野球場,多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ,ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室,ﾊﾟﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

大学全体
北翔大学短期大学部と
共用
図書館書庫追加のため
（27）

2,299.08 ㎡  2319.33 ㎡

122　室
129　室
131  室

実験実習室

38　室
45　室
49  室

収 納 可 能 冊 数

30

（　　　　） （　　　　）

（　3　）
(  1  )
(  26  )
(  39  )

点 点 点

1,020〔　0　〕　 0〔　0　〕　

（　　　　）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0 ㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

0 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

（　9〔　0　〕）
(　77〔　0　〕）
(　85〔　0　〕）
(　51〔　3　〕）

（　0〔　0　〕）
(2,528〔1,473〕）
(2,609〔1,473〕）
(2,648〔1,446〕）

0〔　0　〕　

講　義　室

35　室
33　室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

（　0〔　0　〕）
(2,528〔1,473〕）
(2,609〔1,473〕）
(2,648〔1,446〕）

（　102〔　0　〕）
(  340〔  0  〕)

( 1,060〔  30  〕)
( 1,276〔  30  〕)

○○学部

1,020〔　0　〕　

完成年度 区　　分

90〔　0　〕　

第４年次

1,100千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度

経費
の見
積り

完成年度

86,370千円
24,630千円

23,713千円
26,149千円
25,625千円
23,123千円

開設年度

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、手数料収入、資産運用収入等を充当する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等
2,930千円

10,380千円

―　　千円

250千円

設備購入費

1,100千円

23,713千円
26,149千円

第５年次

千円

―　　千円

第６年次

2,930千円
10,380千円
9,610千円

86,370千円
24,630千円

千円

３　施設・設備の整備状況，経費

教員減少のため(27）
教員減少のため(28)

970.25　㎡
7,763.79　㎡
4,465.06  ㎡
4,502.00  ㎡

67,009.35　㎡
67,854.83　㎡

（　30,130.72　㎡）
（　38,682.99　㎡）
(  33,947.77  ㎡)
(  33,964.50  ㎡)

 0 ㎡ 123,654.00 ㎡

計

30,130.72　㎡
38,682.99  ㎡
33,947.77  ㎡
33,864.50  ㎡

35,908.38　㎡
21,408.05　㎡
29,442.00　㎡
29,488.33　㎡

（　35,908.38　㎡）
（　21,408.05　㎡）
(  29,442.00  ㎡)
(  29,488.33  ㎡)

（  　970.25　㎡）
（　7,763.79　㎡）
(  4,465.06  ㎡)
(  4,502.00  ㎡)

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

2,349.59 ㎡

運動場用地

小　　　計  0 ㎡

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

0 ㎡

82,343.00 ㎡ 0 ㎡  82,343.00 ㎡ 0 ㎡

（　67,009.35　㎡）
（　67,854.83　㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

生涯スポーツ学部　健康福祉学科 室

冊

90〔　0　〕　

（　102〔　0　〕）
(  340〔  0  〕)

( 1,060〔  30  〕)
( 1,276〔  30  〕)

（　9〔　0　〕）
(　77〔　0　〕）
(　85〔　0　〕）
(　51〔　3　〕）

(４) 専任教員研究室
16  　15　   14

視聴覚資料
〔うち外国書〕

学生１人当り
納付金

250千円

 41,311.00 ㎡  0 ㎡

30

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕種

0 ㎡ 123,654.00 ㎡

2,349.59 ㎡ 2,349.59 ㎡

126,003.59 ㎡

語学学習施設

（補助職員 0 人）

3　室

機械・器具

北翔大学短期大学部と
共用

北翔大学短期大学部と
共用
専用共用見直しのため
(27）
専用共用見直しのため
(28)

大学全体
図書購入費には電子ｼﾞｬｰ
ﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽなどの整備
費(運用ｺｽﾄ含む)を含む
見直しによる修正(26)
見直しによる修正(27)
見直しによる修正(28)

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

第１年次 第２年次 第３年次

図書購入費

（　3　）
(  1  )
(  26  )
(  39  )

情報処理学習施設

7　室

（補助職員 0 人）

（　　　　）

標　　本

1,410千円 1,100千円
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　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地 　

人間福祉学研究科

人間福祉学専攻 2年 4人 8人 修士 0.25倍 平成13年度 江別市文京台23番地
（人間福祉学）

臨床心理学専攻 2年 6人 12人 修士 1.00倍 平成15年度 同上
（臨床心理学）

生涯学習学研究科

生涯学習学専攻 2年 6人 12人 修士 0.83倍 平成16年度 同上
（生涯学習学）

生涯スポーツ学研究科

生涯スポーツ学専攻 2年 6人 12人 修士 1.00倍 平成25年度 同上
（スポーツ科学）

生涯スポーツ学部

スポーツ教育学科 4年 160人
3年次
10人

660人 学士 1.21倍 平成21年度 同上
（スポーツ教育学）

健康福祉学科 4年 60人
3年次
－人

120人 学士 0.73倍 平成26年度 同上 平成26年度開設（届出）

（健康福祉学）

（介護福祉学）

教育文化学部

教育学科 4年 120人
3年次
－人

240人 学士 1.01倍 平成26年度 同上 平成26年度開設（届出）

（教育学）

芸術学科 4年 50人
3年次
－人

100人 学士 0.68倍 平成26年度 同上 平成26年度開設（届出）

（芸術学）

心理カウンセリング学科 4年 50人
3年次
－人

100人 学士 0.86倍 平成26年度 同上 平成26年度開設（届出）

（心理カウンセリング学）

人間福祉学部

地域福祉学科 4年 －人
3年次

5人
－人 学士 －倍 平成 9年度 同上 平成25年度より学生募集停止

（社会福祉学）

（介護福祉学）

医療福祉学科 4年 －人
3年次

5人
－人 学士 －倍 平成 9年度 同上 平成25年度より学生募集停止

（社会福祉学）

福祉心理学科 4年 －人
3年次

5人
－人 学士 －倍 平成13年度 同上 平成25年度より学生募集停止

（臨床心理学）

（福祉カウンセリング学）

（養護実践学）

生涯学習システム学部

健康プランニング学科 4年 －人
3年次
－人

－人 学士 －倍 平成12年度 同上 平成21年度より学生募集停止

（生涯学習学）

芸術メディア学科 4年 －人
3年次
10人

－人 学士 －倍 平成12年度 同上 平成25年度より学生募集停止

（生涯学習学）

学習コーチング学科 4年 －人
3年次
15人

－人 学士 －倍 平成18年度 同上 平成25年度より学生募集停止

（生涯学習学）

４　既設大学等の状況

　北　翔　大　学

12



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

ライフデザイン学科 2年 50人 －人 100人 短期大学士 0.52倍 平成15年度 江別市文京台23番地

（ライフデザイン学）

こども学科 2年 140人 －人 280人 短期大学士 1.05倍 平成17年度 同上

（こども学）

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　北　翔　大　学　短　期　大　学　部

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
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就業力特別講義Ⅰ

介護予防実践演習

高齢社会の街づくり

介護福祉と生活文化

住生活学

専門演習Ⅰ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

数学入門

専門演習Ⅲ

基礎教育セミナーⅡ

社会教育課題演習

生涯学習論

地域支援実習

卒業研究

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

現代社会と福祉Ⅱ

現代生活と福祉

キャリア演習Ⅰ

現代社会と福祉Ⅰ

現代生活と福祉

キャリア演習Ⅰ

社会福祉運営管理論

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

介護予防実践演習

卒業研究

就業力特別講義Ⅰ

高齢社会の街づくり

社会教育課題演習

生涯学習論

地域支援実習

介護予防論

数学入門

介護福祉と生活文化

住生活学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

健康福祉学概論Ⅱ

小田　史郎 平成26年4月運動処方

専門演習Ⅲ

卒業研究

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

健康学

就業力特別演習Ⅲ

介護予防実践演習

運動処方

基礎教育セミナーⅠ 基礎教育セミナーⅠ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

健康学

就業力特別演習Ⅲ

健康福祉学概論Ⅰ

健康福祉学概論Ⅱ

介護予防論

卒業研究

小田　史郎

専門演習Ⅲ

５　教員組織の状況

＜生涯スポーツ学部　健康福祉学科＞

（１） 担当教員表

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

専任 教授 専任 教授

平成26年4月

（40） （42） 教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

専任 教授 専任 教授

クラス編成に伴う担当科目削除(27)

クラス編成に伴う担当科目削除(27)

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

佐藤　克之 平成26年4月 佐藤　克之 平成26年4月

（59） （61）

基礎教育セミナーⅡ 基礎教育セミナーⅡ

健康福祉学概論Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ 専門演習Ⅲ

卒業研究

専任 教授 平成26年4月 専任 教授 平成26年4月

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

谷川　松芳
（63）

谷川　松芳
（65）

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

専任 教授
林　　恭裕
（63）

平成26年4月 専任 教授
林　　恭裕

（65）
平成26年4月

クラス編成に伴う担当科目削除(26)

クラス編成に伴う担当科目削除(26)

現代社会と福祉Ⅱ

卒業研究

社会福祉運営管理論

現代社会と福祉Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

基礎教育セミナーⅠ
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

専任 教授

卒業研究

介護実習Ⅱ

地域福祉論Ⅰ

地域福祉論Ⅱ

相談援助演習Ⅲ

相談援助演習Ⅳ

介護技術演習Ⅲ

介護技術演習Ⅴ

開講数調整ため担当教員変更(28）

開講数調整ため担当教員変更(28）

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

専任 准教授

専任 教授
梶　　晴美
（53）

平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

健康福祉専門職演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

介護技術演習Ⅰ

介護実習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

医療的ケアⅠ

健康福祉専門職演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専任 准教授
尾形　良子

(51)
平成26年4月

尾形　良子 平成26年4月

（49）

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

地域支援実習

障害者福祉論

専門演習Ⅲ

卒業研究

専門演習Ⅲ

就業力特別演習Ⅱ

介護過程Ⅳ（知
的・精神障害
者、内部疾患

者）

相談援助演習Ⅴ

相談援助実習指導Ⅰ

相談援助実習指導Ⅱ

専任 准教授
尾形　良子

（51）
平成26年4月

介護過程Ⅳ（知
的・精神障害
者、内部疾患

者）
基礎教育セミナーⅠ

地域支援実習

就業力特別演習Ⅱ

介護予防実践演習

障害者福祉論

介護予防実践演習

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

専任 教授
梶　　晴美

（55）
平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

専門演習Ⅲ

就業力特別演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

就業力特別演習Ⅰ

卒業研究

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

基礎教育セミナーⅡ

専門演習Ⅰ

林　　恭裕
（65）

平成26年4月

介護技術演習Ⅰ

介護技術演習Ⅲ

相談援助演習Ⅴ

相談援助実習指導Ⅰ

相談援助実習指導Ⅱ

介護技術演習Ⅴ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

介護実習Ⅰ介護実習Ⅰ

医療的ケアⅠ

専任 教授
林　　恭裕
（63）

平成26年4月 専任 教授
林　　恭裕

（65）
平成26年4月

クラス編成に伴う担当科目削除(28)

クラス編成に伴う担当科目削除(28)

クラス編成に伴う担当科目削除(28)

クラス編成に伴う担当科目削除(28)

専任 教授
兼任
専任

講師
教授

クラス編成に伴う担当科目削除(26)

クラス編成に伴う担当科目削除(26)

専門演習Ⅰ クラス編成に伴う担当科目削除(28)

藤原　素子 平成26年4月 藤原　素子 平成26年4月 クラス編成に伴う担当科目削除(28)

（64） （65） クラス編成に伴う担当科目削除(28)

クラス編成に伴う担当科目削除(28)

退職に伴う職名変更(27)

卒業研究

卒業研究

展開方法変更に伴う担当教員削除(27）

相談援助実習 相談援助実習

福祉実践実習 福祉実践実習

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

地域福祉論Ⅰ

地域福祉論Ⅱ

相談援助演習Ⅲ

相談援助演習Ⅳ

クラス編成に伴う担当科目追加(27)


クラス編成に伴う担当科目削除(26)

基礎教育セミナーⅡ 基礎教育セミナーⅡ
クラス編成に伴う担当科目追加(27)


クラス編成に伴う担当科目削除(26)

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

介護基礎演習 介護基礎演習

介護実習指導Ⅰ 介護実習指導Ⅰ

介護実習指導Ⅱ 介護実習指導Ⅱ

介護実習指導Ⅲ 介護実習指導Ⅲ
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

専任 准教授
杉岡　品子
（50）

平成26年4月

スポーツ医学基礎

精神保健

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

現代生活と心と体

卒業研究

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

現代生活と心と体

就業力特別演習Ⅱ

専任 准教授
杉岡　品子

（52）
平成26年4月

卒業研究

相談援助演習Ⅱ

相談援助演習Ⅲ相談援助演習Ⅲ

就業力特別演習Ⅲ

介護予防実践演習

キャリアデザインⅢ

専門演習Ⅲ

相談援助実習指導Ⅱ

相談援助実習

卒業研究

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

生涯スポーツ学

専門演習Ⅱ

ソーシャルワーク論Ⅰ

相談援助実習指導Ⅱ

相談援助実習

キャリアデザインⅢ

就業力特別演習Ⅲ

ソーシャルワーク論Ⅰ

相談援助演習Ⅱ

相談援助実習指導Ⅰ相談援助実習指導Ⅰ

専門演習Ⅱ

専任 准教授
黒澤　直子
（38）

平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

専任 准教授
黒澤　直子

（40）
平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)


クラス編成に伴う担当科目追加(27)


届出時の誤記入のため削除(26)

基礎教育セミナーⅡ 基礎教育セミナーⅡ

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)


クラス編成に伴う担当科目追加(27)


届出時の誤記入のため削除(26)

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

相談援助演習Ⅳ 相談援助演習Ⅳ 展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

相談援助演習Ⅴ 相談援助演習Ⅴ 展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

開講数調整ため担当科目追加(28）

展開方法変更に伴う担当教員削除(27）

福祉実践実習 福祉実践実習

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専任 准教授

基礎教育セミナーⅠ 基礎教育セミナーⅠ
クラス編成に伴う担当科目追加(27)


届出時の誤記入のため削除(26)

基礎教育セミナーⅡ 基礎教育セミナーⅡ
クラス編成に伴う担当科目追加(27)


専任 教授 小坂井　留美 平成26年4月 届出時の誤記入のため削除(26)

准教授 （44）
昇任による職名変更(27)

地域支援実習

スポーツ社会学
兼担
兼任

教授
准教授

講師

千葉　直樹
（42）

平成26年4月 スポーツ社会学

昇任による職名変更(28)
スポーツ教育学科専任教員に
就任のため兼担・准教授に変
更(27)
教育内容の充実を図るため担
当教員変更(26）

平成26年4月

専任 教授
准教授

小坂井　留美
(44)

平成26年4月

就業力特別演習Ⅱ

（42） 運動処方演習

介護予防論
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

介護予防実践演習
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

昇任による職名変更(27)

運動処方演習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅲ

専門演習Ⅰ

卒業研究

生涯スポーツ学

地域支援実習

小坂井　留美

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

スポーツ医学基礎

精神保健

介護予防実践演習
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

退職に伴う担当教員変更(28)

キャリアデザインⅡ

相談援助演習Ⅳ

相談援助演習Ⅴ

キャリアデザインⅢ

専任 准教授

専任 准教授
吉田　修大
（39）

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ平成26年4月

介護技術演習Ⅱ

介護過程Ⅰ(基礎）

介護基礎演習

卒業研究

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

生活の中の介護福祉

相談援助実習指導Ⅰ

相談援助実習指導Ⅱ

介護概論Ⅰ

介護実習指導Ⅲ

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

日本語表現

健康福祉学概論Ⅰ

健康福祉学概論Ⅱ

社会保障論Ⅰ

社会保障論Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業研究

基礎教育セミナーⅡ

ソーシャルワーク論Ⅱ

基礎教育セミナーⅠ

専任 准教授
山本　麻由美

（38）
平成26年4月

健康福祉学概論Ⅰ

専門演習Ⅲ

卒業研究

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

就業力特別演習Ⅰ

介護実習指導Ⅰ

介護実習指導Ⅱ

健康福祉学概論Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ
専任 准教授

久末　久美子
（63）

平成26年4月

キャリアデザインⅡ

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

介護予防実践演習

相談援助演習Ⅴ

生活の中の介護福祉

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

健康福祉学概論Ⅰ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

日本語表現

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

介護概論Ⅰ

介護技術演習Ⅱ

介護過程Ⅰ(基礎）

介護基礎演習

介護実習指導Ⅰ

介護実習指導Ⅱ

相談援助実習指導Ⅰ

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

健康福祉学概論Ⅱ

専任 准教授
久末　久美子

（61）
平成26年4月

専任 准教授
久末　久美子

（63）
平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ 届出時の誤記入のため削除(26)

基礎教育セミナーⅡ 届出時の誤記入のため削除(26)

兼任 講師
鈴木　尚美

（39）
平成28年4月 ソーシャルワーク論Ⅱ

専門演習Ⅰ 退職に伴う担当科目削除(28)

専門演習Ⅱ 退職に伴う担当科目削除(28)

専門演習Ⅲ 退職に伴う担当科目削除(28)

卒業研究 退職に伴う担当科目削除(28)

専任 准教授
本間　美幸
（57）

平成26年4月

専任 准教授
本間　美幸

（59）
平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

基礎教育セミナーⅡ

キャリアデザインⅡ

就業力特別演習Ⅰ

健康福祉学概論Ⅰ

健康福祉学概論Ⅱ

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

専任 講師
八巻　貴穂

（48）
平成26年4月

時間割編成上のため担当教員
変更(28)

専任 准教授
本間　美幸

（59）
平成26年4月

介護実習指導Ⅲ

クラス編成に伴う担当科目削除(27)

クラス編成に伴う担当科目削除(27)

山本　麻由美 平成26年4月 展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

（36） 展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

専任 准教授
黒澤　直子

（40）
平成26年10月

時間割編成上のため担当教員
変更(28)

専任 准教授
山本　麻由美

（38）
平成26年4月

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

展開方法変更に伴う担当教員削除(28)

専門演習Ⅲ

卒業研究

専門演習Ⅲ

相談援助実習指導Ⅱ

相談援助実習

健康福祉専門職演習Ⅰ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

社会保障論Ⅰ

社会保障論Ⅱ

相談援助演習Ⅳ

相談援助実習

健康福祉専門職演習Ⅰ

専任 准教授
山本　麻由美

（38）
平成26年4月

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(28）

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(28）

専任 講師
石塚　誠之

（36）
平成27年4月

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(28）
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

介護実習指導Ⅲ

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

介護技術演習Ⅱ

介護基礎演習

介護実習指導Ⅰ

介護実習指導Ⅱ

医療的ケア演習

介護過程Ⅴ（在宅支援）

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

健康福祉専門職演習Ⅰ

専門演習Ⅰ

高齢者福祉論Ⅱ

相談援助演習Ⅰ

相談援助演習Ⅳ

相談援助演習Ⅴ

相談援助実習指導Ⅱ

健康福祉学概論Ⅰ

相談援助実習指導Ⅰ

基礎教育セミナーⅡ

就業力特別演習Ⅲ

認知症論

専門演習Ⅰ

健康福祉学概論Ⅱ

高齢者福祉論Ⅰ

基礎教育セミナーⅠ

就業力特別演習Ⅱ

介護予防実践演習

認知症論

専門演習Ⅰ

介護実習指導Ⅰ

介護実習指導Ⅱ

介護実習指導Ⅲ

健康福祉学概論Ⅰ

就業力特別演習Ⅱ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

吉田　修大
（41）

平成26年4月

高齢者福祉論Ⅱ

相談援助演習Ⅰ

相談援助演習Ⅳ

相談援助演習Ⅴ

就業力特別演習Ⅲ

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

医療的ケア演習

基礎教育セミナーⅡ

介護基礎演習

相談援助実習指導Ⅰ

相談援助実習指導Ⅱ

専任 准教授
吉田　修大
（39）

平成26年4月

専任 准教授
吉田　修大

（41）
平成26年4月

健康福祉学概論Ⅱ

介護予防論
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

介護予防実践演習
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

兼任 講師
大友　芳恵

(57)
平成27年4月 高齢者福祉論Ⅰ

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(27）

専任 准教授

展開方法変更に伴う担当科目削除(28）

相談援助実習 展開方法変更に伴う担当科目削除(28）

健康福祉専門職演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業研究

地域支援実習 展開方法変更に伴う担当教員追加(27）

専任 講師
佐藤　郁子
（51）

平成26年4月 専任 講師
佐藤　郁子

（53）
平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

展開方法変更に伴う担当科目削除(28）

卒業研究

介護技術演習Ⅱ

介護過程Ⅱ(高齢者）

介護過程Ⅴ（在宅支援）

相談援助実習

卒業研究

専門演習Ⅲ

介護過程Ⅱ(高齢者）

健康福祉専門職演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専任 講師
八巻　貴穂
（48）

平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ

専任 講師
八巻　貴穂

（48）
平成26年4月

基礎教育セミナーⅠ
展開方法変更に伴う担当科目追加(28）

クラス編成に伴う担当科目削除(27)

基礎教育セミナーⅡ 基礎教育セミナーⅡ
展開方法変更に伴う担当科目追加(28）

クラス編成に伴う担当科目削除(27)

介護予防実践演習
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

認知症予防
教育内容の充実を図るための
新規プロジェクトに伴う科目
追加(28)

介護福祉と生活文化 介護福祉と生活文化

認知症ケア論 認知症ケア論

健康福祉専門職演習Ⅰ

専門演習Ⅰ
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

佐藤　至英

人間関係の心理学
教授

兼担 教授
水野　信太郎

（58） スポーツ施設管理論

空間デザイン史

平成26年4月 兼担 教授
水野　信太郎

（58）
平成26年10月

スポーツ施設管理論

空間デザイン史

日本語表現

日本語表現

数学入門

数学入門

就業力特別講義Ⅰ

就業力特別講義Ⅰ

教授 平成26年4月
小杉　直美

日本語表現

平成26年4月

情報処理（上級）

就業力特別講義Ⅰ

現代生活と物理

情報処理（中級）

時間割編成上のため担当教員
変更(28)

介護実習指導Ⅰ

介護実習Ⅰ

専門演習Ⅲ
専任 講師

八巻　貴穂
（48）

平成26年4月

専門演習Ⅱ

卒業研究 卒業研究

介護概論Ⅱ 介護概論Ⅱ

介護技術演習Ⅲ

介護実習指導Ⅲ

本間　美幸
（59）

専任 講師
八巻　貴穂

（48）
平成26年4月

介護過程Ⅲ(身体障害者）

介護基礎演習

専任

介護実習Ⅰ

介護実習指導Ⅱ

介護実習指導Ⅲ

専門演習Ⅱ

介護過程Ⅲ(身体障害者）

数学入門

介護基礎演習

介護実習指導Ⅰ

専門演習Ⅲ

就業力特別講義Ⅰ

情報処理（上級）

現代生活と物理

人間関係の心理学

キャリア演習Ⅰ

情報処理（中級）

小坂　守孝

介護実習指導Ⅱ

介護実習Ⅱ

数学入門

数学入門

就業力特別講義Ⅰ

日本語表現

数学入門

兼担 教授 平成26年4月

日本語表現 兼担 教授
福田　信一

平成26年4月 日本語表現
（63）

現代生活と教育 兼担 教授
西出　　勉

平成27年4月 現代生活と教育

介護実習Ⅱ

日本語表現

（54） 情報処理（中級）
兼担

専任 講師
八巻　貴穂
（48）

平成26年4月

准教授 平成26年4月 介護技術演習Ⅲ

教育内容の充実を図るため担
当教員変更(27）(57)

福田　信一

（62）

兼担 教授
村松　幹男
（53）

兼担 教授

兼担 教授
小坂　守孝

（48）
平成26年4月

キャリア演習Ⅱ

兼担 教授 平成26年10月

キャリア演習Ⅱ
キャリア支援センター長担当
科目のため担当教員変更(26)

キャリア演習Ⅳ キャリア演習Ⅳ
キャリア支援センター長担当
科目のため担当教員変更(26)小坂　守孝 平成26年4月 (56)

（47）
インターンシップ インターンシップ

キャリア支援センター長担当
科目のため担当教員変更(26)

兼担 平成26年4月
（48） 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

兼任 講師
小原　信夫
（66）

平成26年4月 日本語表現

兼任 講師
石原　深雪
（36）

平成26年4月 日本語表現

兼任 講師
前川　公美夫

（65）
平成26年4月

兼担 准教授
松澤　　衛
（47）

兼担 准教授
松澤　　衛

（48）
平成26年4月 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼担 教授
松村　憲治
（63）

平成26年4月 兼担

准教授
三浦　公裕

（53）
平成28年4月 退職に伴う担当教員変更(28)

教授
松村　憲治

（66）
平成26年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

平成26年10月

就業力特別講義Ⅰ

届出時の誤記入のため訂正(26)
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

兼任 講師
近藤　雄一郎

（30）
平成26年4月

英語（中級）

英語（上級）

体力測定評価演習

健康体育（実技を含む）

トレーニング演習

英語（中級）

兼任 講師
槙　　洋一
（42）

平成26年4月

兼任 講師 平成27年4月

千葉　直樹
(42)

平成27年4月

就業力特別講義Ⅰ
千葉　直樹

(41)

就業力特別講義Ⅰ

現代生活と政治・経済

数学入門

兼担

教授
水野　信太郎

（60）
平成26年10月

平成26年10月

キャリア演習Ⅰ

キャリアデザインⅢ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

情報機器操作Ⅰ

情報機器操作Ⅱ

英語（中級）

キャリアデザインⅡ

英語（中級）

英語（上級）英語（上級）

兼担 教授
澤田　一義
（63）

平成26年4月

兼担

講師
黒田　裕太

（33）
平成28年10月

数学入門

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(28）

准教授
千葉　直樹

(42)
平成27年4月

兼担教員退職に伴う担当教員
変更(27)

兼任 講師
今野　聖士

(33)
平成27年4月 現代生活と政治・経済

兼担教員退職に伴う担当教員
変更(27)

兼担

講師
黒田　裕太

（33）
平成28年10月

就業力特別講義Ⅰ

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(28）

准教授
千葉　直樹

(42)
平成27年4月

兼担教員退職に伴う担当教員
変更(27)

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(28）

准教授
兼担教員退職に伴う担当教員
変更(27)

兼担 准教授 平成27年4月
兼担教員退職に伴う担当教員
変更(27)

兼担 教授

数学入門

届出時の誤記入のため訂正(26)

展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

キャリア演習Ⅰ 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

（64）

現代生活と政治・経済

澤田　一義

兼任 講師
佐々木　雅史

（61）
平成26年4月 兼任 講師

佐々木　雅史
（62）

平成26年10月
数学入門 届出時の誤記入のため訂正(26)

就業力特別講義Ⅰ

数学入門

就業力特別講義Ⅰ

兼任 講師
菊池　隆夫

（66）

数学入門

平成26年4月 平成26年10月 就業力特別講義Ⅰ 届出時の誤記入のため訂正(26)

就業力特別講義Ⅱ

兼任 講師
西村　光弘
（70）

平成26年4月 兼任 講師
西村　光弘

（71）
平成26年10月

数学入門 届出時の誤記入のため訂正(26)

就業力特別講義Ⅰ

就業力特別講義Ⅱ

数学入門

就業力特別講義Ⅰ

数学入門

就業力特別講義Ⅰ兼任 講師
菊池　隆夫
（66）

兼任 講師
槙　　洋一

（44）
平成26年4月

クラス編成に伴う担当科目削除(28)

兼担 教授
北村　優明
（64）

平成27年4月

健康体育（実技を含む） 兼担 教授
北村　優明

（65）
平成27年4月 健康体育（実技を含む）

兼担 教授

平成26年10月

キャリア演習Ⅰ

時間割編成上のため担当教員
変更(28)

北村　優明
（65）

平成27年4月
展開方法変更に伴う担当教員
追加(26）

情報機器操作Ⅰ

情報機器操作Ⅱ

水野　信太郎
（60）

兼任 講師
近藤　雄一郎

（31）
平成26年10月

健康体育（実技を含む）

体育原理 届出時の誤記入のため訂正(26)

トレーニング演習

体力測定評価演習

兼任 講師
重成　敏史
（62）

平成26年4月

兼任 講師 平成26年4月 兼任 講師 平成26年4月

英語コミュニケーションⅠ

S.R.ホガード 英語コミュニケーションⅡ

（39） （41）
クラス編成に伴う担当科目削除(28)

体育原理

トレーニング演習

健康体育（実技を含む）

生涯スポーツ（陸上競技）

英語コミュニケーションⅠ

S.R.ホガード 英語コミュニケーションⅡ

兼任 講師 平成27年4月
C.B.サイモンズ C.B.サイモンズ

クラス編成に伴う担当科目削除(28)
（53） （54） 英語（上級）
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

食生活学

兼任 講師

末次　弘明 現代生活と芸術 山崎　正明

現代生活と宇宙

現代生活と物理

音楽史

北海道の文化
小田嶋　政子

（65）
平成26年4月

英語（中級）

（40） 英語（上級）

キャリアデザインⅢ

キャリアデザインⅡ

ドイツ語

英語（中級）

英語（上級）

英語（上級）

現代生活と芸術

英語（中級）

食生活と健康

韓国語

ドイツ語

現代日本の文化

（57）

兼任 講師 平成27年4月 兼任 講師 平成27年4月
A.R.ライアン A.R.ライアン 英語（中級） 展開方法変更に伴う担当教員

削除(27）（40）

兼任 講師
竹内　典彦

平成27年4月
兼任講師辞退に伴う担当教員変更(27）

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(27）

兼任 講師 平成27年4月
少人数教育実施のため担当教員追加(26)

（66） 英語（上級） 少人数教育実施のため担当教員追加(26)

水谷　一郎

日本語

兼任 講師
千　　永柱
（42）

平成27年4月 韓国語

兼任 講師
胡　　躍華
（56）

兼任 講師
田　　恩蘋

（40）
平成27年4月 平成28年4月 中国語中国語

兼任 講師
田　　光子
（55）

平成26年4月

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28）

兼任 講師
菊地　達夫
（45）

平成26年4月 兼任 講師
菊地　達夫

（46）
平成26年10月

届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
三浦　なつみ

（38）
平成27年4月

兼任 講師
利根川　リリ

（44）
兼任 講師

田中　恵子
（55）

兼任講師辞退に伴う担当教員
変更(26)

平成27年4月 スペイン語 平成27年4月 スペイン語

現代日本の文化

フランス語

兼担 教授
相内　眞子
（67）

兼任 講師
相内　眞子

（67）
平成27年4月 現代生活と政治・経済 平成27年4月 現代生活と政治・経済 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
平澤　卓人
（32）

平成27年4月

兼担 准教授 平成27年4月 兼担 平成26年10月

昇任による職名変更(28)

教授 退職に伴う担当教員変更(26)

（43） 准教授 （59）
展開方法変更に伴う担当教員
追加(26）

現代生活と法律

兼担 教授
鈴木　しおり

（61）
平成27年4月

兼任 講師
小田　 研
（56）

兼任 講師
小田　 研
（56）

平成27年4月 平成27年10月 現代生活と物理 届出時の誤記入のため訂正(26)

現代生活と芸術

兼担 准教授
中山　雅茂
（40）

兼担 准教授
横山　 光
（42）

退職に伴う担当教員変更(26)

平成27年4月 平成27年10月 現代生活と宇宙 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼担 教授 佐々木　浩子
（53）

平成27年4月
兼担 教授 佐々木　浩子

（53）
平成27年4月

現代生活と環境科学 現代生活と環境科学

展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

21



就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

兼任 講師

心理統計法

福祉心理学

平成29年4月 社会教育施設論

社会教育概論

ファッションデザイン概論

ファッションデザイン概論

キャリアデザインⅢ

平成26年4月

兼任 講師

兼任 講師

ファッションデザイン概論

平成27年4月

宗本　和博
（65）

社会教育課題研究

大山　芳男
（70）

兼担

兼担 教授 平成28年4月 就業力特別講義Ⅱ

兼担 教授

キャリアデザインⅠ

平成26年4月 青少年学習コーチング論

平成29年4月 キャリア演習Ⅲ

生涯発達心理学

心理学概論

兼任 講師

佐々木　邦子
（59）

丸岡　里香
（55）

小室　晴陽
（57）

兼担 准教授
川﨑　直樹
（35）

情報社会及び情報倫理

日本国憲法
佐藤　静也
（69）

兼任 講師
佐藤　静也

（69）
平成27年4月

犯罪心理学平成27年10月准教授

美術史

犯罪心理学

平成27年10月 日本国憲法 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
大関　 慎
（57）

平成27年4月 兼任 講師
大関　 慎
（57）

平成27年10月 情報社会及び情報倫理 届出時の誤記入のため訂正(26)

平成27年4月 情報機器操作Ⅰ 時間割編成上のため担当教員
追加(27）

平成26年4月 兼担 准教授
澤　聡一
（38）

平成26年4月
心理学概論 退職に伴う担当教員変更(26)

キャリアデザインⅢ 展開方法変更に伴う担当教員
追加(26）

兼担 教授

佐藤　至英
（55） 兼担 教授

佐藤　至英
（56）

心理統計法

平成26年4月 平成26年10月 福祉心理学 届出時の誤記入のため訂正(26)

就業力特別演習Ⅱ 就業力特別演習Ⅱ

リカレント教育論

兼担 准教授

兼担 准教授
新川　貴紀
（36）

平成26年4月

兼担 教授
風間　雅江
（54）

平成27年4月

飯田　昭人
（41）

飯田　昭人
（41）

届出時の誤記入のため訂正(26)

藤川　和信
（64）

兼任 講師
藤川　和信

（63）

社会教育概論

平成28年10月 社会教育計画 届出時の誤記入のため訂正(26)

生涯学習展開論

育児支援の心理学

平成28年4月 社会教育計画

生涯学習展開論

兼担兼担 准教授

准教授
大信田　静子

（54）

兼担 准教授
冨田　玲子
（57）

平成26年4月 兼担
冨田　玲子

（59）
平成26年4月

昇任による職名変更(28)
教授
准教授 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

平成29年4月

兼担 教授
千里　政文
（47）

平成26年4月 兼担 教授
千里　政文

（48）
平成26年10月

インテリアデザイン インテリアデザイン 届出時の誤記入のため訂正(26)

ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン

兼任 講師
柴　　勤
（61）

兼任 講師
柴　　勤
（60）

平成27年4月 平成27年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)美術史
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

昇任による職名変更(27)

平成28年4月

スポーツ運動学廣田　修平 平成26年4月

（25）

コミュニケーション論

キャリアデザインⅡ

健康運動指導演習

青木　康太朗
（38）

専任 准教授
杉岡　品子

（51）
平成27年4月

生涯スポーツ（器械運動）

兼任 講師
平成26年4月

（41）

レクリエーション
マネジメント

兼担

兼担 准教授

地域支援実習

兼担 教授 平成26年4月 兼担 教授 平成26年10月
レジャー・レクリ

エーション論
レジャー・レクリ

エーション論

兼担 講師

准教授
千葉　圭説
（47）

兼担 准教授
千葉　圭説

（48）
平成27年4月 平成27年4月

教授
土屋　律子

（65）
平成26年10月

生活習慣病概論

地域支援実習

花井　篤子

救急処置

運動処方演習

生涯スポーツ指導演
習（エアロビック）

粥川　道子

生涯スポーツ（エアロビック）

健康運動指導演習

粥川　道子

（62）

就業力特別演習Ⅰ

コミュニケーション論

花井　篤子
健康運動指導演習

兼担
生涯スポーツ指導演習
（水泳・水中運動）

音楽概論

平成26年4月

キャリア演習Ⅰ

本間　亜希子
（47）

（58）

講師

准教授

音楽史

音楽概論

兼担 教授
今井　敏勝

(60)
平成27年10月 退職に伴う担当教員変更(27)

兼任 講師 平成28年4月 美学
北村　清彦
（60）

兼担 教授
菅原　克弘
（60）

音楽概論
届出時の誤記入のため訂正(26)

展開方法変更に伴う担当教員削除(27）
兼担

展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

平成26年4月

音楽史

音楽鑑賞法

兼担 教授
岡元　眞理子

（63）
平成27年4月 音楽史 兼担 教授

岡元　眞理子
（64）

平成27年10月 音楽史 届出時の誤記入のため訂正(26)

音楽史

退職に伴う担当教員変更(28)
黒田　裕太

（33）

教授
菅原　克弘

（61）
平成26年10月

兼担 教授
土屋　律子
（63）

平成26年4月

兼担

講師 平成28年10月

栄養と健康

兼担

届出時の誤記入のため訂正(26)

健康栄養学 兼任
兼担

講師
教授

土屋　律子
（65）

平成26年10月 健康栄養学
退職に伴う職名変更(28)
届出時の誤記入のため訂正
(26)

兼担 教授
沖田　孝一
（52）

健康管理論

専任

健康管理論

時間割編成上のため担当教員変更(28)

兼任 平成27年4月
担当教員の開講数調整のため
担当教員変更(26)

平成27年4月 スポーツ内科学

兼担 教授
沖田　孝一

（52）

スポーツ内科学

平成27年4月 救急処置

運動処方演習

生活習慣病概論

栄養と健康

杉岡　品子
（52）

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(27）

兼担 講師

德田　真彦
（25）

青木康太郎
（39）

平成28年10月

野外・レクリエー
ション指導論

退職に伴う担当教員変更(28)
レクリエーション

マネジメント

兼担 准教授 平成26年4月 兼担 准教授 平成26年10月
大西　昌美 大西　昌美 届出時の誤記入のため訂正(26)地域支援実習

（57） コーチ学

平成27年4月
野外・レクリエー

ション指導論

地域支援実習

コーチ学

届出時の誤記入のため訂正(26)

展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

兼担 教授
菊地　はるひ

（53）
平成27年4月 教授

菊地　はるひ
（53）

配当年次変更に伴う就任予定
年月変更(26)

（61）

准教授 （42） 生涯スポーツ指導演習
（水泳・水中運動）

届出時就任予定年月誤記入の
ため訂正(26)

兼任 講師
吉田　聡美
（47）

スポーツ教育学科専任教員に
就任のため兼担・准教授に変
更(26)教授 平成28年4月

平成26年4月 スポーツ心理学

健康運動指導演習

就業力特別演習Ⅰ

生涯スポーツ（エアロビック）

生涯スポーツ指導演習
（エアロビック）
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

就業力特別演習Ⅰ

和　　史朗
（48）

就業力特別演習Ⅰ

生涯スポーツ（バレーボール）

就業力特別演習Ⅲ


スポーツ医学基礎

スポーツ医学基礎

生理学

就業力特別演習Ⅱ 就業力特別演習Ⅱ

スポーツ医学基礎兼担 講師
吉田　昌弘
（33）

平成26年4月

身体発育・発達論

兼任 講師
横山　眞太郎

（65）
平成27年4月

身体発育・発達論

兼担 教授
川初　清典
（67）

兼担 准教授
上田　知行
（47）

平成26年4月

兼担 准教授

兼担 准教授
永谷　　稔
（43）

兼担 准教授

時間割編成上のため担当教員変更(28)

兼担 准教授

スポーツ史

就業力特別演習Ⅰ

中高年スポーツ論

トレーニング演習

就業力特別演習Ⅰ

兼任 講師
柴田　啓介

(26)
平成27年4月 生理学

担当教員の開講数調整ため担
当教員変更(27）

兼担
吉田　昌弘

（35）
平成26年4月 昇任による職名変更(27)准教授

講師

永谷　　稔
（45）

担当科目削除による就任予定
年月変更(26）平成26年4月

兼任

就業力特別演習Ⅰ

就業力特別演習Ⅲ

就業力特別演習Ⅲ


吉田　昌弘
（35）

平成26年4月

スポーツ医学基礎

スポーツマネジメント

平成28年4月 スポーツ整形外科学

平成27年4月

展開方法変更に伴う担当教員削除(26）

講師
金　　誠
（41）

兼任 講師
金　　誠
（41）

平成28年4月 平成28年10月 スポーツ史 届出時の誤記入のため訂正(26)

スポーツマネジメント

平成26年4月 運動生理学 兼担 教授

井出　幸二郎
（46）

平成28年4月
運動生理学

退職による担当教員変更(28)

川初　清典
平成26年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

（68）

生涯スポーツ（バレーボール）

上田　知行
（49）

平成26年4月

就業力特別演習Ⅰ

中高年スポーツ論

トレーニング演習 展開方法変更に伴う担当教員削除(27）

生涯スポーツ（陸上競技） 兼担 准教授

大宮　真一
（36）

平成28年4月
生涯スポーツ（陸上競技） 時間割編成上のため担当教員変更(28)

上田　知行
（49）

平成26年4月

兼担 准教授
上田　知行

（49）
平成26年4月

運動処方演習

体力測定評価 展開方法変更に伴う担当教員追加(28)

体力測定評価演習

健康産業施設実習

運動処方演習

体力測定評価演習

健康産業施設実習

兼担 教授
竹田　唯史
（50）

兼担 教授
竹田　唯史

（49）
平成28年4月 平成28年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

平成28年10月 就業力特別演習Ⅰ

退職による担当教員変更(28)

教授
阿部　達彦

（61）
平成28年10月

障がい者スポーツ論 届出時の誤記入のため訂正(26)

生涯スポーツ（障
がい者スポーツ）

准教授
和　　史朗

（48）
生涯スポーツ（障
がい者スポーツ）

障がい者スポーツ論

就業力特別演習Ⅰ

兼担

准教授

瀧澤　　聡
（53）

兼担 教授
吉澤　正伸
（66）

平成29年4月

兼担 教授
畠山　孝子
（62）

平成29年4月 兼担 教授
畠山　孝子

（60）
平成28年10月

届出時の誤記入のため訂正(26)

ジュニアスポーツ論

兼担 准教授
和　　史朗
（47）

平成28年4月

ジュニアスポーツ論

就業力特別演習Ⅱ

吉田　　真
（40）

兼担 教授
准教授

吉田　　真
（43）

昇任による職名変更(28)

平成26年4月 平成26年10月 機能解剖学 届出時の誤記入のため訂正(26)

救急処置

兼任 講師
渡邉　耕太
（48）

平成28年4月 スポーツ整形外科学

小畠　昌規
（52）

谷　　雅彦
（55）

機能解剖学

救急処置

就業力特別演習Ⅲ

兼担 准教授

平成28年4月 スポーツ整形外科学兼任 講師

兼任 講師
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

体力測定評価演習

体力測定評価

体力測定評価演習

老年医学

兼担

兼担

基礎解剖学

（28） トレーニング演習

（40）

兼任 講師
高田　真吾

柚木　孝敬
（41）

兼任

准教授

生涯スポーツ（器械運動）

兼任 講師

医療的ケアⅡ

医療的ケア演習

生涯スポーツ（ニュースポーツ）

体力測定評価演習

生涯スポーツ（バスケットボール）

准教授
山本　敬三

平成28年4月 スポーツ整形外科学兼任 講師

平成26年10月

山本　敬三

（41）

永谷　　稔
（46）

兼担

廣瀬　聰明
（47）

平成27年4月 スポーツ・バイオメカニクス

教授
平成27年4月 スポーツ・バイオメカニクス 昇任による職名変更(27)

准教授

平成26年4月

井出　幸二郎
（44）

平成26年4月
トレーニング論

兼任 講師
瀧澤　一騎

（38）
平成28年10月

トレーニング論 時間割編成上のため担当教員変更(28)

兼担 教授
井出　幸二郎

（46）
平成26年4月

トレーニング演習 兼担
教授 井出　幸二郎

（46）
平成26年4月 トレーニング演習 昇任による職名変更(27)

准教授

講師
山本　敏美

（41）

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(26)

平成26年10月 トレーニング演習 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
渡辺　　保
（63）

平成26年4月 生涯スポーツ（陸上競技）

兼任 講師
伊丸岡　亮太

平成26年4月 生涯スポーツ（陸上競技） 展開方法変更に伴う担当教員変更(26)

（27）

兼任 講師
林　義寛
（70）

平成26年4月 生涯スポーツ（陸上競技）

展開方法変更に伴う担当教員削除(27)

展開方法変更に伴う担当教員変更(26)

平成26年4月 トレーニング演習

兼任 講師
川端　茂夫
（64）

兼任 講師
川端　茂夫

（65）
平成26年4月 平成26年4月 生涯スポーツ（器械運動） 展開方法変更に伴う科目削除(26)

兼任 講師
工藤　　憲
（65）

平成26年4月 生涯スポーツ（バレーボール）

兼担 准教授 平成28年10月
生涯スポーツ（バレーボール）

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28)

兼任 講師
志手　典之

（56）

時間割編成上のため担当教員変更(26)

届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
千葉　直樹
（40）

兼担 講師
横山　茜理

（29）

展開方法変更に伴う担当教員変更(26)

平成26年4月 平成26年10月 生涯スポーツ（バスケットボール） 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
白川　和希
（33）

平成27年4月 兼任 講師
白川　和希

（33）
平成27年10月

生涯スポーツ（ニュースポーツ） 届出時の誤記入のため訂正(26)

体力測定評価演習

兼任 講師
竹内　美幸
（56）

平成28年4月 兼任 講師
竹内　美幸

（55）
平成28年10月

届出時の誤記入のため訂正(26)

医療的ケア演習

兼任 講師
加藤　　満
（68）

平成27年4月 兼任 講師
瀧澤　一騎

（38）
平成28年10月

体力測定評価
兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28)

医療的ケアⅡ

兼任 講師
葉梨　淑子
（64）

平成29年4月

兼任 講師
干場　有理子

（47）
平成29年4月

兼担 教授
大宮司　　信

（69）
平成26年4月 医学知識

介護実践管理論

医学概論

介護実践管理論
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

児童・家庭福祉論

平成28年10月

社会福祉行政・福祉計画論

講師

司法福祉論

児童・家庭福祉論

ソーシャルワーク論Ⅳ

医療福祉論

司法福祉論

高齢者福祉論Ⅱ

ソーシャルワーク論Ⅲ

ソーシャルワーク概説Ⅱ

高齢者福祉論Ⅰ

ソーシャルワーク概説Ⅰ

相談援助演習Ⅲ

社会福祉調査論

講師 平成28年4月 リハビリテーション論

リハビリテーション論講師

兼任 講師

講師

レクリエーション実技

介護技術演習Ⅳ

衣生活学

兼任

笹木　笑子
（61）

平成27年4月

兼任 講師
泉山　幸代
（67）

講師

兼任 講師
大場　信一
（63）

兼任 講師
鈴木　道代
（32）

平成27年4月

権利擁護と成年後見制度

平成28年10月

公的扶助論

相談援助演習Ⅰ

平成28年4月 兼任リハビリテーション論

兼任 講師
大場　信一

（64）

兼任 講師

森田　弘之
（63）

平成28年10月

兼任 講師

相談援助演習Ⅱ

兼任

兼任兼任

平成27年4月

大友　芳恵
(57)

福島　令佳
(38)

ソーシャルワーク概説Ⅱ

高齢者福祉論Ⅰ

ソーシャルワーク概説Ⅰ

高齢者福祉論Ⅱ

相談援助演習Ⅲ

高齢者福祉論Ⅰ

平成27年4月

高野　和美
（43）

社会福祉調査論兼任 講師
竹中　　健
（46）

社会学
森下　義亜

（39）
平成26年4月 社会学 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(26)

平成26年4月 兼任 講師
森下　義亜

(39)
平成27年10月 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(27)

兼任 講師
西浦　功
（42）

平成26年10月 社会福祉調査論 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(26)

兼任 講師

兼任 講師
若狹　重克
（50）

兼任 講師
若狹　重克

（51）
平成27年4月 平成27年4月

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

兼任 講師
笠師　千恵
（39）

兼任 講師 平成27年4月 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(27)

相談援助演習Ⅰ 兼任 講師

川勾　亜紀奈
（33）

平成28年4月

相談援助演習Ⅰ

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28)

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(27)

相談援助演習Ⅱ

兼任 講師 平成28年10月
相談援助演習Ⅱ

開講数調整のため担当教員変更(28)

専任 准教授
尾形　良子

(50)
平成27年10月 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(27)

兼担 講師
寺田　　香
（52）

平成28年4月

兼任 講師
伊藤　新一郎

（35）
平成27年4月 兼任 講師

伊藤　新一郎
（35）

平成27年10月
社会福祉行政・福祉計画論 届出時の誤記入のため訂正(26)

公的扶助論

平成26年4月 平成26年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼担 講師
橋本　菊次郎

（44）
兼担

准教授

講師
橋本　菊次郎

（43）

昇任による職名変更(27)

平成28年4月 平成27年4月 就労支援論 担当科目追加による就任予定年月変更(26）

キャリアデザインⅢ 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

就労支援論

権利擁護と成年後見制度 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28)

鈴木　道代
（34）

平成27年4月
展開方法変更に伴う担当教員削除(27)

展開方法変更に伴う担当教員削除(27)

林　　晴巳
（69）

林　　晴巳
（68）

届出時の誤記入のため訂正(26)

大須田　祐亮
（32）

大須田　祐亮
（31）

届出時の誤記入のため訂正(26)

小玉　武志
（32）

小玉　武志
（31） 届出時の誤記入のため訂正(26)

須鎌　康介
（40）

平成28年4月 リハビリテーション論 兼任 講師
須鎌　康介

（41）
平成28年10月 リハビリテーション論

展開方法変更に伴う担当科目削除(28)

届出時の誤記入のため訂正(26)

リハビリテーション論

平成28年4月 平成28年10月

相談援助演習Ⅰ

相談援助演習Ⅱ

平成28年4月

兼任 講師
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

高齢者心理学

生活生理学

平成27年4月 介護技術演習Ⅱ

兼任 講師

兼任 講師
山道　祐子
（55）

障害のある人の理解

兼任 講師
早坂　寿美
（47）

平成26年4月 生活生理学

平成28年10月 兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28)

平成26年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

介護技術演習Ⅲ

長屋　智美
（47）

早坂　寿美
（50）

兼任 講師
田辺　毅彦
（57）

平成27年4月

兼任 講師
小野寺　典子

（59）
兼任 講師

小野寺　典子
（59）

平成27年4月 平成27年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
青山　重美
（47）

兼任 講師
青山　重美

（47）
平成27年4月 平成27年10月 届出時の誤記入のため訂正(26)

生活学概論 生活学概論

生活学概論 生活学概論

兼任 講師
鈴木　眞由美

（69）
兼任 講師

鈴木　眞由美
（68）

平成28年4月 介護技術演習Ⅴ 平成28年10月 介護技術演習Ⅴ 届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
鼻和　暢子
（57）

平成28年4月 介護技術演習Ⅴ 兼任 講師

吉田　重子
（60）

平成28年10月 介護技術演習Ⅴ

兼任講師辞退に伴う担当教員変更(28)

鼻和　暢子
（58）

届出時の誤記入のため訂正(26)

兼任 講師
福田　道代
（64）

平成28年4月 医療的ケアⅠ
医療的ケア演習

兼担 准教授
浅井　貴也

（41）
展開方法変更に伴う担当教員追加(26）平成26年10月 キャリアデザインⅡ

兼担 准教授
今井　博康

（54）
展開方法変更に伴う担当教員追加(26）平成26年10月 キャリアデザインⅡ

兼担

准教授
三浦　公裕

（53）
平成28年4月

キャリアデザインⅡ

時間割編成上のため担当教員変更(28)

講師
石塚　誠之

（36）
平成27年10月 兼担教員退職に伴う担当教員変更(27)

兼担 教授
髙田　　茂

（64）
平成26年10月 キャリアデザインⅡ 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

専任 准教授
杉岡　品子

（51）
平成27年4月 キャリアデザインⅢ 兼担教員退職に伴う担当教員変更(27)

兼担 教授
横山　眞太郎

（66）
平成27年4月 キャリアデザインⅢ 展開方法変更に伴う担当教員追加(26）

兼担 准教授
森井　　綾

（51）
展開方法変更に伴う担当教員追加(26）平成28年4月 キャリア演習Ⅰ

兼任 講師
羽賀　將衛

（53）
展開方法変更に伴う担当教員追加(27）平成27年10月 救急処置

兼任 講師
齊藤　雄大

（27）
平成28年4月

教育内容の充実を図るため担
当教員追加(28）

地域支援実習

生涯スポーツ（障
がい者スポーツ）

兼任 講師
高野　和美

（43）
教育内容の充実を図るため担
当教員追加(28）

平成28年4月 相談援助演習Ⅰ

兼任 講師
中村　　恵

（53）
生涯スポーツ指導演習
（水泳・水中運動）

教育内容の充実を図るため担
当教員追加(28）

平成28年4月
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就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

備　　考

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

6 2 0 14

［　1　］ ［　0　］ ［　0　］ ［ 1 ］

兼担 准教授
三浦　公裕

（53）
展開方法変更に伴う担当教員
追加(28)

平成28年4月 現代生活と教育

（２） 専任教員数等

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

6 5 2 0 13
6 6 2 0 14

6

（　6　） （　8　） （　2　） （　0　） （　16　） ［　0　］

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　（２）－①　専任教員数

　（２）－②　年齢構成

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

65 2 2

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況　「該当なし」

１

２

人

必修 科目

自由 科目

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 科目 選択 選択 選択

必修 必修 必修

計 科目 計 計 計

自由 自由 自由

必修・選択・自由の別 担当予定科目

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

卒業研究 ①

選択
介護過程Ⅳ（知的・精神
障害者、内部疾患者） ②

後任補充状況 辞任等の理由

１ 教授 藤原　素子

必修 専門演習Ⅰ ①

定年退職のため辞任（27）

必修 専門演習Ⅱ ①
必修 専門演習Ⅲ ①
選択

番　号 職　位 専任教員氏名

定年退職のため辞任（28）
必修 専門演習Ⅱ ①
必修 専門演習Ⅲ ①
選択 卒業研究 ①
選択 ソーシャルワーク論Ⅱ ②

必修 専門演習Ⅰ ①

２ 准教授 久末　久美子

科目

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0
選択 4 科目 選択 2 選択 2 選択 0

必修 6 必修 0 必修必修 6 科目

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」
　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。
　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0
計 10 科目 計 8 計 2 計 0

自由 0 自由 0 自由
2 人

自由 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

人

必修 6 科目

自由 0 科目

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0
選択 4 科目 選択 2 選択 2 選択 0

必修 6 必修 0 必修

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
　　　　

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

　久末准教授の定年退職は開設前から決定していたことであり、担当科目は他の専任教員及び兼任教員が担当することで授業運営に支障は
なく、学生への周知も特に行っていない。(28)

0
計 10 科目 計 8 計 2 計 0

自由 0 自由 0 自由
2
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成25年5月）

設置計画履行状況

調　  査　  時

（平成28年2月）

設置計画履行状況

調　  査　  時

（平成28年2月）

設置計画履行状況

調　  査　  時

（平成28年2月）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

届出設置のため該当な
し（26）

改善意見

本学科は、中・高等学校教諭
1種免許状（美術）や2級建築
士受験資格、学芸員任用資格
などの免許・資格の取得が可
能である。
また、芸術系での全道的需要
も横ばい状況を維持してい
る。
このような状況下において、本
学科の入学者数は、定員50
名に対し平成26年度25名（入
学定員充足率50％）、平成27
年度34名（同68％）と少しく改
善した。
更に、平成28年度には、1級
建築士受験資格をも取得可
能としたり、学科内で複数分
野の芸術を学ぶことができる
優位性を強くアピールするな
どして学生確保に努めてい
る。 (28)

平成29年度入試に向けて
は、「芸術を仕事に結びつ
ける」という目標を達成で
きる学科として、その特色
を打ち出し、定員確保に努
める。
その一つとして、受験生の
志向の多様化にも応え、芸
術分野の複合化による教育
システムを新たに設定し、
これを既定の教育分野に加
えて芸術教育に厚みを持た
せることとした。(28)

生涯スポーツ学部健康
福祉学科の定員充足率
の平均が0.7倍未満と
なっていることから、学生
確保に努めるとともに、
入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

改善意見

本学科は、社会福祉士と介護
福祉士及び健康運動実践指
導者という複数の資格取得が
可能であり、道内多くの市町
村からもこれらの人材が求め
られている。
本学科の入学者数は、定員
60名に対し、平成26年度36名
（入学定員充足率60％）、平
成27年度44名（同73％）となっ
ている。しかし、まだまだ不十
分な充足率であるので、引き
続き本学科の特長である「複
合的に学ぶことの意義」につ
いて情報発信を活発に行って
いる。  （28）

平成29年度入試に向けて
は、本学科の特長について
一層効果的に情報発信し、
定員確保に努める。
そのポイントの一つとし
て、平成28年度に開始する
「健康運動などによる認知
症予防・介護予防と福祉と
を連結させた教育」の重要
性を訴えること。また、こ
の教育と関連し、平成27年
度から開始した、道内市町
村や民間団体と協働（産学
官連携）して取り組んでい
る事業がある。この事業の
充実を図り、教育の質的向
上と地域貢献に努める。
(28)

教育文化学部芸術学科
の定員充足率の平均が
0.7倍未満となっているこ
とから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の
見直しについて検討する
こと。

既設学部等（北翔大学
短期大学部ライフデザイ
ン学科）の定員充足率が
0.7培未満となっているこ
とから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の
見直しについて検討する
こと。

改善意見

本学科の入学者数は、定員
50名に対し平成27年度26名
（入学定員充足率52％）
で、きわめて低位な充足率
にあるため、平成28年度以
降の入試における定員確保
を目指し、平成27年度中に
おいてビジネス系資格や
ファッション系資格で短期
大学ならではの資格取得が
できる教育システムを新た
に設け、これを既定の教育
課程に加えた。
しかし、その設定と情報発
信が27年度途中であったた
め、平成28年度入試におい
ても低調な学生確保になる
と予測される。（28）

平成27年度において新たに設
定した教育システムについ
て、その意義を前面に打ち出
して情報発信するとともに、
キャリア教育にも力を入れ、
平成29年度以降の定員確保
に一層努力する。(28)
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（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・FDの目的、諸活動を実施するための決議機関としてFD推進会議がある。

        平成28年4月よりFD推進会議は、FD運営企画会議内で行われる。

　　　・FD推進会議　　年２回　その他臨時開催

　　　　　　　　　　　 している。

②　実施状況

①　実施体制

　　　・FD支援委員会　月１回　その他臨時開催

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・　授業改善アンケート：大学院生全員アンケート配布（アンケート内容については、大学院で決める）

　　　・　FD/SD研修会他

　　　・　授業公開

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ａ　委員会の設置状況

　　　・短期大学部を含む全学的なFD支援委員会を設置している。

　　　・授業改善アンケート、研修会開催、その他FD活動に関して

７　その他全般的事項

＜生涯スポーツ学部　健康福祉学科＞

（１） 設置計画変更事項等 「該当なし」

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　　　・無記名（教員）資料に関しては、図書館での公開及びFDネットワーク“つばさ”の研究年報で公開をしている。

　　　　　

　　　・　前学期、後学期の２回予定

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　・　研修会、授業公開等参加し授業の幅が広がり授業改善の参考となっている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ａ　実施内容

　　　・　授業改善アンケート

　　　・　新任教員研修会：毎年５月または6月実施

　　　・　FD/SD研修会他：FD支援委員会主催の研修会（学内教員による特色のある授業の報告等）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・　FD/SD研修会：FDの浸透により参加者が増えている。特色のある授業については、他の教員の教え方を参考に

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・学長を始め、学部学科長に回覧、必要に応じて貸出公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　・　新任教員研修会：開催回数を増やし全員が参加出来るようにしている。

　　　・　授業公開：公開期間内に学部学科を超えて参加できる授業に参加する。

　　　・　新任教員研修会

　ｂ　実施方法
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　講義、進路情報等のチラシ、③学部カレンダーなど）。また学科での取り組みについてHPで随時紹介を行った。少しず

　つではあるが学科の認知度も高まってきており、平成27年度の入学生は前年度を上回る44名を確保することができた。

　　定員充足に向けて更なる努力が必要であるが、学科の趣旨や目的にあった教育活動は概ね展開できていると評価する。

②　自己点検・評価報告書

　レクレーションに関する幅広い知識や技能を備え、主体的・活動的・健康的な生き方を実践・支援できる人材を養成し

　　北翔大学の生涯スポーツ学部は、これまで「生涯スポーツ社会」の実現を目指して、スポーツ・運動・健康・体育・

    平成26年度には第1期生36名の入学生を迎え、教育活動を開始した。本学科では学生が自らの興味関心や適性を確認

  した上で進路を選択できるように、1年次には健康と福祉の幅広い専門性を導入的に学ぶことができる科目を配置して

　いる。その柱となる「健康福祉学概論Ⅰ，Ⅱ（必修科目）」では、講義だけでなく、それぞれの分野で活躍している

　専門職による講話や施設見学、スポーツイベントの手伝いなどを実施し、体験的に進路のイメージづくりを図った。

　涯スポーツ社会」の構築が求められることになる。すなわち、個人がそれぞれのライフステージに応じた運動やスポー

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　成果を上げてきた。急速に高齢化が進行する今日の社会状況から、今後は、人々の高齢化を視野に入れた、新たな「生

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　ｂ　公表方法

　　・平成２９年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受審予定

　　・年次報告書を刊行し，学内の各部署に各１冊を配布予定

　　・大学ホームページ上に平成２８年１１月公開予定

③　認証評価を受ける計画

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　・平成２８年１１月　公表予定

　健康福祉学科においては、本学がこれまで培ってきた、福祉・介護のスキルを最大限に活かし、福祉と健康運動スポーツ

　ａ　公表（予定）時期

という二つの教育資源の統合的展開による幅広い人材の養成を目指している。改組後２年目を迎え、健康福祉学科の教育目

標である健康と福祉に関する多面的な専門知識と実践的技術の学びに向けた導入教育（１年次）と専門教育（２年次）を推

し進めた。

　また、健康福祉学科の独自性を打ち出すべく、これからの北海道の福祉に求められる人材を輩出するという観点から、新

たに「介護予防・認知症予防」プロジェクトをスタートさせ、次年度からの新たなカリキュラムとして「介護予防論」「介

護予防実践演習」「認知症予防」の３科目を追加した。更に、「認知症になりにくいまちづくり宣言」の推進本部として、

自治体と連携した教育・研究活動ができる体制を構築した。

取り組みを実施し、学科の認知度は少しずつ高まっているものの、入学者実績に直結しなかった。平成29年度入試に向けて

　平成28年度の健康福祉学科の入学者は42名（0.70）であり、昨年度44名（0.73）を２名下回る結果となった。入学者確保

のためのツールの作成、北海道による補助事業「介護のしごと魅力アップ推進事業」、出張講義、高大連携などさまざまな

は、健康＋福祉に加え、介護予防や認知症予防が学べる本学科独自の魅力をより効果的に伝えるツールを作成し、学生確保

に結びつく情報発信に努めていきたい。（28）

　１年終了時にはほとんどの学生が自らの学びの方向性や目指す進路を明確にでき、学科のコンセプトである福祉系と健

　ツ活動に親しむことができる健康で豊かな生活の実現のためには、スポーツからのアプローチに加えて福祉的な視点か

　らのアプローチが不可欠である。

　と生涯スポーツ学部で展開してきた教育研究を融合し、健康、運動と福祉の素養をあわせもった人材の養成を目指し、

　ここに健康福祉学科を設置するものである。

　　平成２６年度の健康福祉学科の入学者は３６名であり、その各種講義における指導が平成２６年４月より開始された。

(26)

　　本学が位置する北海道は、高齢化と過疎化が同時に進行する地域特性が際立っており、福祉的アプローチを加えた

　「生涯スポーツ社会」の実現は急務と言える。こうした社会の養成に応えるため、これまでの人間福祉学部の教育研究

（27）

    北海道では高齢化と過疎化が同時に進行する地域特性が際立っており、福祉的アプローチを加えた「生涯スポーツ

  社会」の実現は急務である。こうした社会の要請にこたえるため、従来の人間福祉学部と生涯スポーツ学部で展開して

  きた教育研究を融合し、健康・運動と福祉の素養を併せ持った人材の養成をめざし、健康福祉学科を設立した。

　康系の両方の資格取得を希望する学生も複数認められた。

　　健康・運動と福祉の専門性を併せ持つ人材の必要性が増す中、平成26年度には学科の認知度を上げるべく様々な広報

　資料を作成し、配付した（①学科紹介のリーフレット、②学科の特長、国家試験対策、オープンキャンパス案内、出張
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　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２８年　　６月　末日　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）
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07-17(1) 

北翔大学 ＦＤ規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、北翔大学学則第 43 条の２第２項、北翔大学大学院学則第 41 条の２

第２項及び北翔大学短期大学部学則第 40条の３第２項の規定に基づき、北翔大学、北翔

大学大学院及び北翔大学短期大学部（以下「本学」という。）の授業の内容及び方法の

改善を図るため、全学的な研修及び研究（以下「ＦＤ」という。）の実施に関し、必要

な事項を定めるものとする。 

 （ＦＤ活動） 

第２条 本学は、前条に掲げる目的を達成するため、次に掲げる活動を行うものとする。 

 (1) 教員の教育能力向上のための教育技術の開発・向上、授業計画の立案、学習に関す

る理論の研究及び教育評価方法の習得のための活動 

 (2) 教育課程の開発・向上のための授業計画の立案、学習に関する理論の研究及び教育

評価方法の習得のための活動 

 (3) 教育目的を達成するための教員組織、単位制、クラス編成、修学及び生活指導体制

並びに施設向上のための活動 

 (4) ＦＤ推進・啓発を目的とした活動 

 （ＦＤ活動の実施方針） 

第３条 運営企画会議は、前条に定めるＦＤ活動の実施方針を決定するため、次の各号に

掲げる事項を審議する。 

 (1) 授業改善のため基本方針及び実施体制に関する事項 

 (2) 授業評価の実施に関する事項 

 (3) 教授方法等の改善のための支援に関する事項 

 (4) ＦＤ推進・啓発を目的とした講演会、教職員研修会に関する事項 

 (5) その他ＦＤに関する事項 

２ 前項で審議された事項の実施については、学長がこれを決定する。 

（ＦＤ支援オフィス及びＦＤ支援委員会） 

第４条 ＦＤ支援オフィスは、前条により決定したＦＤ諸活動実施方針に基づき、具体的

な実施計画を企画・立案し、ＦＤ支援委員会の議を経て、これを実施する。 

２ ＦＤ支援オフィス及びＦＤ支援委員会の必要な事項については、北翔大学教育支援総

合センター規程の定めによる。 

 （活動報告） 

第５条 ＦＤ支援委員会は、ＦＤ活動の実施状況について運営企画会議に報告するものと

する。 

 （結果の公表） 

第６条 ＦＤ支援委員会は、ＦＤ活動の実施結果について、可能な限り公表するとともに、

広く閲覧に供するものとする。 

 （結果の活用） 
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第７条 各学部等の長並びに構成員は、ＦＤ活動の結果を真摯に受け止め、第２条各号に

掲げる諸活動の更なる活性化、及び教育の質の向上に努めるとともに、改善が必要と認

められる事項については、自ら改善に努めなければならない。 

２ 学長は、ＦＤ活動の実施結果に基づき、組織的に改善することが必要と認められる事

項については、各学部等の長並びに構成員に対し改善を勧告するとともに、必要に応じ

て改善策の検討を指示することができる。 

 （改正） 

第８条 この規程の改正は、教授会の議を経て、学長が行う。 

 

   附 則 

この規程は、平成16年７月６日から施行し、平成16年４月１日から適用する。 

   附 則（校名変更及び機構改正に伴う改正） 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

   附 則（校名変更及び組織の変更に伴う改正） 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（組織の変更に伴う改正） 

この規程は、平成21年５月12日から施行し、平成21年４月 1日から適用する。 

   附 則 

この規程は、平成22年８月10日から施行する。 

   附 則 

この規程は、平成24年８月７日から施行する。 

      附 則 

この規程は、平成26年８月１日から施行する。 

   附 則（運営企画会議規程の改正に伴う改正） 

この規程は、平成 28年４月１日から施行する。 

 


